
事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,293,783

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 一般会計　人件費　補正予算

補正予算

▲ 34,854

補正額

3,328,637

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<--->

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

　令和2年10月の人事院勧告に伴う期末手当の支給月数
の改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

人事課

備　　考

事業

根拠条例等

総合計画

補正前　3,328,637千円
補正額　 ▲34,854千円
補正後　3,293,783千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 34,854

R2補正前
予算額

（単位：千円）
科 目 補正額

給与 ▲ 15,100
職員手当 ▲ 13,849
共済費 ▲ 6,331
退職手当負担金 ▲ 1,200
退職手当特別負担金 1,626

合　計 ▲ 34,854
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

19,892

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 議会議員期末手当（人事院勧告分）

補正予算

▲ 296

補正額

20,188

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<1-1-1-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算 

事業の目的

区分 区分名№

目 1 議会費

款 1 議会費

項 1 議会費

　令和2年10月の人事院勧告における議会議員の期末手
当の減額。（▲0.05月）

議会事務局

備　　考

事業 1 議会費

根拠条例等 宇陀市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

総合計画

12月期末手当の減額　▲296千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 296

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
職員手当等 20,188 ▲ 296 19,892

(単位:千円)

人事院勧告の内容

期末6月 1.70月 期末6月 1.70月

期末12月 1.70月 期末12月 1.65月

合計 3.40月 合計 3.35月

人勧前 人勧後

→
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 人事評価システム改修事業

所管課 人事課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成23年度から人事評価を実施しており、部長級を除
く全職員に能力考課、また管理職には業績考課を実施し
ている。
　令和3年度から全職員に業績考課を実施するにあた
り、システムの改修を行う。

事業 1 本庁一般管理費

目 1 一般管理費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和3年度からの全職員への業績考課の実施に向けた
システム改修委託料　638千円

分担金･負担金

使用料･手数料

638

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

638

特定財源の状況

その他

一般財源 638

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

（単位：千円）
科目 補正前 補正額 補正後

人事評価システム改修委託料 0 638 638
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

61,750

R2補正前
予算額

備　　考

事業 4
ふるさと応援寄附
金管理費

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

　ふるさと寄附金の増に伴う、返礼品代等事業委託料及
び手数料の増額。

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 一般管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

　ふるさと寄附金制度は、宇陀市の発展を応援したいと
いう皆様の善意によるもので、寄附金は「ふるさと応援
基金」に積立て、その寄附金を財源として事業に活用す
る。

総務課

区分
<2-1-1-4>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

100,773

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 ふるさと応援寄附金業務委託事業

補正予算

61,750

補正額

39,023

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 47 0 47
役務費 301 506 807
委託料 38,675 61,244 99,919

合 計 39,023 61,750 100,773

(単位:千円)
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補正前　　0千円
補正額　217千円
補正後　217千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 27

県費

市債

その他

一般財源

217

R2補正前
予算額

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　  27千円

基本計画　６－１－１ 積極的な情報発信

　毎年1月初旬から2月末まで、奈良交通㈱が「霧氷バ
ス」を榛原駅から運行し、県内や京阪神から多くの冬山
登山客が訪れ、駅前南側にて200人前後のバス待ちの風
景が見られる。
　これを宇陀市の観光、移住、特産品、ふるさと納税な
どの絶好の知名度アップの機会と位置付け、「宇陀市PR
ブース」として午前中にパンフレット等を配布し、午後
の帰りの方々には「(仮称）おみやげテント」として宇
陀市の特産品をPR販売する。
　また、三峰山（御杖村）・高見山（東吉野村）だけで
なく、市内の日帰り登山スポットも案内し、市内の登
山、トレッキング等の観光客を誘客する。
 
・PR用のぼり　3,000円×10枚×1.1＝33,000円
・PR用クリアファイル48円×3,000部×1.1＝158,400円
・アンケート用筆記具、用紙等　25,000円

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 文書広報費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

　宇陀市イメージアップ推進事業として、宇陀市の観
光、移住、特産品、ふるさと納税などのイメージアップ
を図るため、冬の登山客が多く訪れる1月～2月に榛原駅
南口にPRブースを設置しパンフレット等の配布、農産
物・特産品の販売等を行い、観光、移住定住等のPRを行
う。

秘書広報情報課

区分
<2-1-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

217

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 宇陀市イメージアップ推進事業

補正予算

190

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-3-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 ふるさと応援基金積立金

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市の発展を応援したいという皆様の善意により寄
附されたふるさと応援寄附金を基金に積立てる。

事業 1 本庁財産管理費

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　ふるさと寄附金の増に伴うふるさと応援基金への積
立。
ふるさと応援基金積立金　123,500千円

分担金･負担金

使用料･手数料

123,500

R2補正前
予算額

81,548

R2現計
予算額

205,048

特定財源の状況

その他 123,500

一般財源

補正額

ふるさと応援寄附金 123,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
積立金 81,548 123,500 205,048

(単位:千円)

令和2年度末の基金残高の見込み（千円）

基金名
令和2年度末残高

（見込）

ふるさと応援基金 416,793
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-4-5>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 おためし研修支援事業（財源更正）

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　主に都市部の企業や個人事業者等が、宇陀市の地域資
源を活かした研修等を行うことで、新たなビジネスの創
出や関係人口の創出を生み出すことを目的とする。

事業 5
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 4 企画費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　２－２－２ 定住につながる環境づくり

根拠条例等

国費 ▲ 750

県費 750

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県補助金の受入に伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

1,500

R2現計
予算額

1,500

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 ▲750千円
社会経済回復「奈良モデル」
応援補助金　　　　　 750千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-4-5>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 市内公共交通利用促進・応援事業（財源更正）

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　地域住民の移動手段を確保するため、宇陀商工会、商
工産業課と連携し、経営継続に取り組まれるバス事業
者・タクシー事業者を支援することで地域の交通機関を
守り、市民の地域公共交通の利用促進を図る。

事業 5
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 4 企画費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　２－３－２ 地域公共交通の充実

根拠条例等

国費 ▲ 15,000

県費 15,000

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県補助金の受入に伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

30,000

R2現計
予算額

30,000

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　▲15,000千円
社会経済回復「奈良モデル」
応援補助金　　 　 15,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 地域活性化推進事業補助金（うたの夢街道）

補正予算

▲ 400

補正額

400

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<2-1-4-40>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 4 企画費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

  地域活性化を図るため、平成19年4月に地域住民や各
種団体により「うたの夢街道実行委員会」が設立され
た。
　住民が主体となり、地域の特性を生かした個性のある
地域振興事業の実施に補助を行う事で、地域の活性化を
推進する。

企画課

備　　考

事業 40
菟田野地域事務所企
画費

根拠条例等 地域活性化推進事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　６－４－２ 市民活動の支援

新型コロナウイルス感染症拡大の観点から、事業の中
止が決定されたことによる減額を行う。

　

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 400

R2補正前
予算額

(単位:千円)
科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 400 ▲ 400 0
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一般財源 ▲ 582

補正額

介護保険事業費補助金
（システム改修）　 582千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 582

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　マイナンバー関連（特定個人情報標準レイアウト改
定）のシステム改修として国庫補助金の受入れに伴う財
源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

167,819

R2現計
予算額

167,819

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　市の各業務を遂行するために必要な情報システム及び
それらのシステムを本庁・各施設で利用するためのネッ
トワークシステムの運用、保守、更新等を行うことによ
り、安定的、継続的な行政サービスの提供、事務の効率
化、情報共有の高度化を図る。また、セキュリティを確
保し安全な情報の取扱いを図る。

事業 1 本庁電子計算費

目 5 電子計算費

項 1 総務管理費

所管課 秘書広報情報課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 本庁電子計算費(財源更正）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-5-1>
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500

一般財源

補正額

ふるさと応援基金繰入金 500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　悪質電話による特殊詐欺等の犯罪被害を未然に防止す
るため、特殊詐欺等防止対策機器（防犯電話機等）を購
入する65歳以上の市民に、経費の一部を補助する。
　10月に宇陀市内において、特殊詐欺の予兆電話が増え
市民の防犯意識が高まったことにより、見込件数を上
回ったため増額補正を行う。

　補助対象経費の1/2補助（上限1万円）
　10,000円×50件=500,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

500

R2補正前
予算額

200

R2現計
予算額

700

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－１－３ 防犯体制と消費者保護の強化

根拠条例等 宇陀市特殊詐欺等防止対策機器購入費補助金交付要綱

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　市民の防犯意識を高め、安全で安心して暮らせる地域
社会を目指す。

事業 1
本庁生活安全対策
費

目 10 生活安全対策費

項 1 総務管理費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 特殊詐欺等防止対策機器購入補助金

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-10-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 200 500 700

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 2,000

R2補正前
予算額

備　　考

事業 80
アートアルカディア
推進費

根拠条例等 地域活性化推進事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　６－４－２ 市民活動の支援

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から事業の中
止が決定されたことによる減額。

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 12
アートアルカディア
推進費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

　市内で活動する団体が取り組む「まちおこし・地域文
化振興」事業に対して補助金を交付することにより、地
域の活性化及び賑わいづくりを図る。

企画課

区分
<2-1-12-80>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 地域活性化推進事業補助金（あじさい祭）

補正予算

▲ 2,000

補正額

2,000

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 2,000 ▲ 2,000 0

(単位:千円)

-12-



年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-17-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 一般コミュニティ助成事業

所管課 まちづくり支援課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　一般財団法人自治総合センターの宝くじの普及広報事
業である一般コミュニティ助成事業を活用し、地域の発
展を図る。

事業 1 まちづくり支援費

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　６－４－２ 市民活動の支援

根拠条例等 宇陀市コミュニティ助成事業助成金交付要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宝くじの収入を財源として一般財団法人自治総合セン
ターがコミュニティ活動に助成を行うことにより、地域
社会の健全な発展を図るとともに、宝くじの社会貢献広
報事業を行う。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、全国的にイベン
ト等が中止されたことにより一般コミュニティ助成事業
の追加募集が行われた。

事業内容　コミュニティ活動に係る備品整備
採択件数　2団体
事業費　　2,500千円×2団体

分担金･負担金

使用料･手数料

5,000

R2補正前
予算額

2,500

R2現計
予算額

7,500

特定財源の状況

その他 5,000

一般財源

補正額

自治総合センターコミュニティ
助成金　　　　　　 5,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 2,500 5,000 7,500

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

24,290

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀の魅力体験施設整備事業

補正予算

4,850

補正額

1,764

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<2-1-17-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 17 まちづくり支援費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

　新しい生活様式への対応として、宇陀市の良さを生か
した「生活・働く」スタイルとして、空き家を活用した
都市部からの移住体験施設・お試しオフィス等によるリ
ビングシフトを推進する。

まちづくり支援課

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　 676千円
過疎対策事業債　　17,000千円

基本計画　２－２－３ Ｕ・I・Ｊターンの促進

　空き家を活用した移住体験施設、シェアオフィス等に
係る家屋等を購入し、都市部で生活する若年ファミリー
層をターゲットに宇陀市への移住・定住をPRする。
　現在の生活拠点を変えることは大きな決断であり、簡
単には進められない・決められないと考えられるが、移
住体験施設を整備することにより、短期間ではあるが宇
陀市内を体験・体感でき、宇陀市を知り、不安解消に繋
げ、宇陀市への興味や理解が深まることにより移住に繋
げる。
　候補地は、宇陀市室生地域内の室生口大野駅付近で、
まちづくり協議会の理解を得ながら進めていく。

補正前　 1,764千円
補正額　22,526千円
補正後　24,290千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 676

県費

市債 17,000

その他

一般財源

22,526

R2補正前
予算額
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-2-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 課税更正還付金

所管課 税務課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　公平かつ適正な賦課徴収事務を行い、市の財源確保に
努める。

事業 1 本庁賦課徴収費

目 2 賦課徴収費

項 2 徴税費

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

根拠条例等 地方税法　宇陀市税条例

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【課税更正還付金の増額補正】
　法人市民税及び固定資産税の課税更正に係る還付金が
見込みより増額となったため。

分担金･負担金

使用料･手数料

3,400

R2補正前
予算額

9,000

R2現計
予算額

12,400

特定財源の状況

その他

一般財源 3,400

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 9,000 3,400 12,400

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-2-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 確定申告相談事業

所管課 税務課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　確定申告相談受付を市役所で行うことに鑑み、大宇
陀・菟田野・室生地域の高齢者や交通弱者が、安心して
確定申告相談ができるよう支援を行う。

事業 1 本庁賦課徴収費

目 2 賦課徴収費

項 2 徴税費

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【バス運行委託事業】
　確定申告期間中（2月16日～3月15日）の指定曜日に各
地域事務所と本庁間を無償シャトルバスとして運行す
る。
　①室生地域事務所⇔市役所
　②大宇陀地域事務所⇔菟田野地域事務所⇔市役所
　予算　業者委託料（2台、8日間）　　 368千円
　　　　バス燃料代（ｶﾞｿﾘﾝ、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）　17千円
【巡回申告相談会】
　桜井税務署が主催する電子申告（e-Tax）に係る
「ID・パス取得会及びスマホ講習会」開催時に、市主催
で税理士による確定申告相談会を行う。
　開催日時・場所
　1月21日（木）榛原地域、室生地域
　1月22日（金）大宇陀地域、菟田野地域
　予算
　　税理士報償費　　176千円

分担金･負担金

使用料･手数料

561

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

561

特定財源の状況

その他

一般財源 561

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　  0千円
補正額　　　561千円
補正後　　　561千円
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

14,520

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 固定資産税課税連携システム構築事業

補正予算

12,735

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<2-2-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 賦課徴収費

款 2 総務費

項 2 徴税費

　適正な課税を行うにあたり地方税法第382条の規定に
基づき、管轄法務局から登記情報の通知が行われており
課税の根拠資料としている。
　令和2年1月より、LG-WANを経由した法務局からの登記
情報の電子データの提供が開始されたことに伴い、法務
局での紙媒体での収受を避け、法務局職員及び来客との
濃厚接触の機会を減らすことが可能となる。また行政IT
化による事務の効率化を進めることで、職員の働き方改
革に繋げる。

税務課

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　 　1,785千円

基本計画　２－３－４ 地域情報化の推進

　法務局よりLG-WANを経由して提供される電子通知デー
タを課税業務で適切に活用するためのシステムを構築す
るとともに、システム導入に伴い現況の課税データと登
記データの照合を行う。

〇課税連携ｼｽﾃﾑ構築、ｻｰﾊﾞ機器、登記ﾃﾞｰﾀ照合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,000千円
〇課税連携システム導入に伴う基幹系システム改修業務
  　　　　　　　　　             　　　3,300千円
〇土地・家屋登記履歴管理システム設定業務
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　220千円

補正前　　 　0千円
補正額　14,520千円
補正後　14,520千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 1,785

県費

市債

その他

一般財源

14,520

R2補正前
予算額
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補正額

県費

市債

その他

一般財源

2,279

R2補正前
予算額

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 2,279

マイナンバーカード普及拡大事業

総合計画

個人番号カード交付事務費補助金
　　　　　　　　　　 2,279千円

基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

　マイナンバーカード普及拡大のため、臨時窓口を設置
し申請サポートや交付体制の強化を図る。

令和2年10月末
本市交付枚数 6,732枚
本市交付率　　22.5％
（交付率参考）
　　国　  　　21.83％
　　県　　　　25.84％

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

6,565

4,286

R2現計
予算額

備　　考

本庁戸籍住民基本台
帳費

根拠条例等

事業 1

款 2 総務費

項 3 戸籍住民基本台帳費

<2-3-1-1>
会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート令和 2 年度 宇陀市 一般会計

区分

補正予算

財源の内訳（単位：千円）

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 戸籍住民基本台帳費

　デジタル社会に不可欠なマイナンバーカードについ
て、令和4年度末までにほぼ全国民に行き渡ることを目
指し、普及拡大を進める。

事業
区分

継続 事業名

市民課所管課

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 3,086 1,950 5,036
需用費 40 235 275
役務費 156 94 250
使用料及び賃借料 1,004 0 1,004

合 計 4,286 2,279 6,565

(単位:千円)
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一般財源 8,397

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　 1,177千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　9,574千円
補正後　9,574千円

国費 1,177

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　期日前投票所、投票所及び開票所における感染拡大防
止のため飛沫防止等衛生品や備品（投票用紙読取分類
機）を購入する。

分担金･負担金

使用料･手数料

9,574

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

9,574

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等 地方自治法１８１条、宇陀市選挙管理委員会規定

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　選挙時における投開票所の備品・衛生用品の購入を行
い、新型コロナウイルスによる感染拡大の防止を図る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 選挙管理委員会費

項 4 選挙費

所管課 選挙管理委員会 (総務部総務課内) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 選挙執行新型コロナウイルス感染症対策事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-4-1-2>
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 戦没者追悼式等

所管課 厚生保護課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　祖国のため、家族のために、尊い命を捧げられた宇陀
市出身の戦没者、並びに市民の生命と財産を守るために
防火防災活動の任務遂行の中、強い使命感の果てに殉ぜ
られた消防殉職者に、謹んで哀悼の意を表し、ご冥福を
お祈りすると共に、遺家族を慰安激励し、併せて福祉の
増進を図ることを目的として追悼式を挙行する。

事業 1 本庁社会福祉総務費

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

総合計画 基本計画　１－２－４ 地域福祉の環境づくり

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による、宇陀
市内各地区慰霊祭の規模縮小や中止によるお供え物の減
少、奈良県戦没者追悼式、県護国神社の春季、秋季大祭
等の参列の自粛による送迎バスの使用中止、及び宇陀市
戦没者並びに消防殉職者追悼式の規模縮小による祭壇設
置費用及び交通警備費の減少等による費用を減額補正す
る。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 325

R2補正前
予算額

900

R2現計
予算額

575

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 325

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 330 ▲ 85 245

役務費 17 0 17

委託料（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ） 131 ▲ 131 0

委託料（追悼式） 422 ▲ 109 313

合 計 900 ▲ 325 575

(単位:千円)
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一般財源 1,254

補正額

障害者総合支援事業費補助金
　　　　　　　　　　1,254千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　2,508千円
補正後　2,508千円

国費 1,254

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和3年度の報酬改定に対応するため、障害者自立支
援給付システムの改修を行う。

分担金･負担金

使用料･手数料

2,508

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

2,508

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－２ 障がい者の生活支援

根拠条例等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　障がい者及び障がい児が自立した日常生活を営むこと
ができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付その
他の支援を行い、障がい者等の福祉の増進を図ると共
に、障がいの有無にかかわらず市民相互に人格と個性を
尊重し、安心して暮らすことができる地域社会を構築す
る。

事業 1 本庁障害者福祉費

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 障害者自立支援給付システム改修事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-2-1>
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 障害者福祉費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　障がい者及び障がい児が自立した日常生活を営むこと
ができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付その
他の支援を行い、障がい者等の福祉の増進を図ると共
に、障がいの有無にかかわらず市民相互に人格と個性を
尊重し、安心して暮らすことができる地域社会を構築す
る。

事業 1 本庁障害者福祉費

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

総合計画 基本計画　１－２－２ 障がい者の生活支援

根拠条例等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

国費 15,000

県費 7,500

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　障害福祉サービスに係る制度の周知や利用の定着によ
る利用増に伴う扶助費の増額。

分担金･負担金

使用料･手数料

30,000

R2補正前
予算額

976,281

R2現計
予算額

1,006,281

特定財源の状況

その他

一般財源 7,500

補正額

自立支援給付費負担金
(国)　　　　　　　　10,000千円
自立支援給付費負担金
(県) 　　　 　　　 　5,000千円
障害児施設給付費負担金
(国)　　 　　　　　　5,000千円
障害児施設給付費負担金
(県)　　 　　　　　　2,500千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

【 歳入】 （単位：千円）

科　目 補正前 補正額 補正後

障害者自立支援給付費負担金【国庫】 390,984 10,000 400,984

障害児施設給付費負担金【国庫】 26,434 5,000 31,434

障害者自立支援給付費負担金【県費】 195,492 5,000 200,492

障害児施設給付費負担金【県費】 13,217 2,500 15,717

合　計 626,127 22,500 648,627

【 歳出】 （単位：千円）

科　目 補正前 補正額 補正後

【扶助費】障害介護給付費 773,568 20,000 793,568

【扶助費】障害児給付費 52,868 10,000 62,868

合　計 826,436 30,000 856,436

科 目 補正前 補正額 補正後

扶助費 976,281 30,000 1,006,281

(単位:千円)
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一般財源 24,637

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

24,637

R2補正前
予算額

1

R2現計
予算額

24,638

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－２ 障がい者の生活支援

根拠条例等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和元年度における障害者自立支援給付費等の実績報
告及び過年度分（平成30年度）における自立支援給付費
の再確定に伴う国・県負担金の返還。

事業 1 本庁障害者福祉費

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 障害者自立支援給付費等国・県負担金返還金

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 1 24,637 24,638

(単位:千円)

令和元年度実績報告に伴う返還額 （単位：円）

給付費名 国　庫 県　費
障害者自立支援給付費 14,454,300 7,227,151
障害児施設給付費 0 24,922

障害者医療費 810,008 0
特別障害者手当等給付費 72,187 0
放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用支援事業 0 1,316,000

合　　計 15,336,495 8,568,073

（単位：円）

国　庫 県　費

障害者自立支援給付費 487,743 243,871

過年度分再確定に伴う返還額
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-3-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 後期高齢者医療事業特別会計繰出金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　一般会計から後期高齢者医療事業特別会計へ繰出しを
行い後期高齢者医療制度の安定的な運営、事務の円滑化
を図る。

事業 1 本庁老人福祉費

目 3 老人福祉費

項 1 社会福祉費

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

国費

県費 1,646

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）・後期高齢者医療保険基盤安定負担金の確定により、当
初予算より一般会計から後期高齢者医療事業特別会計へ
の繰出金が増額したことによる補正。（2,195千円）

・後期高齢者医療事務支援システムの改修に係る繰出金
の補正（1,785千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

3,980

R2補正前
予算額

139,766

R2現計
予算額

143,746

特定財源の状況

その他

一般財源 2,334

補正額

後期高齢者医療保険基盤安定
負担金　　　　1,646千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
繰出金 139,766 3,980 143,746

(単位:千円)
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補正前　　 　0千円
補正額　 8,844千円
補正後　 8,844千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 1,865

県費

市債

その他

一般財源

8,844

R2補正前
予算額

備　　考

事業 1 本庁介護保険費

根拠条例等 介護保険法

総合計画

介護保険事業費補助金
（システム改修）　　1,865千円

基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

介護報酬改定等に伴うシステム改修委託料　8,844千円

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 6 介護保険費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　令和3年4月の介護保険制度改正に対応するため、介護
保険システムの改修を行う。

介護福祉課

区分
<3-1-6-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

8,844

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 介護保険関係システム改修事業

補正予算

6,979

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,971

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 人権啓発関係事業

補正予算

▲ 1,176

補正額

3,147

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<3-1-7-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 7 人権行政推進費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　法律、条例、宇陀市人権施策基本計画に基づき市の責
務として人権啓発事業を実施し、一人ひとりの人権を尊
重し合い、人権侵害を許さないまちづくりを目指す。

人権推進課

備　　考

事業 1 人権行政推進費

根拠条例等 「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」、「宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消の推進に関する条例.」等

総合計画 基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事
業を中止したことによる減額。

＜中止となった主な事業＞
　・毎月11日は人権を確かめ合う日関連事業（4月）
　・差別をなくす強調月間関連事業（7月）
　・県内外　研修会、研究集会　等

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 1,176

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 152 0 152

報償費 626 ▲ 306 320

旅費 268 ▲ 263 5

需用費 707 ▲ 262 445

役務費 97 0 97

委託料 353 ▲ 123 230

負担金、補助及び交付金 944 ▲ 222 722

合 計 3,147 ▲ 1,176 1,971

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

5,464

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 菟田野人権交流センター管理運営事業

補正予算

▲ 198

補正額

5,662

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<3-1-8-40>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 8 人権交流センター費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　社会福祉法に定める事業の推進及び住民の交流、人権
啓発の拠点施設として、生活上の各種相談事業や同和問
題をはじめ、あらゆる人権に関する課題を解決するため
の各種事業を総合的に行うことにより、住民の福祉の向
上に努める。

人権交流センター

備　　考

事業 40
菟田野地域事務所人
権交流センター費

根拠条例等 宇陀市人権交流センター等設置及び運営に関する条例

総合計画 基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、事業を自粛したことによる減額。

（内訳）
・自動車借上料（ふれあいバスツアー）　198,000円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 198

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 69 0 69
給料 2,346 0 2,346
職員手当等 802 0 802
報償費 1,215 0 1,215
旅費 5 0 5
需用費 270 0 270
役務費 86 0 86
委託料 396 0 396
使用料及び賃借料 401 ▲ 198 203
負担金、補助及び交付金 72 0 72

合 計 5,662 ▲ 198 5,464

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-10-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 指定介護予防支援事業（財源更正）

所管課 医療介護あんしんセンター (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　介護保険地域支援事業の介護予防・日常生活支援総合
事業における支援が必要な者（要支援1・2の認定を受け
た者及び基本チェックリスト該当者）が、可能な限り居
宅において自立した日常生活が送れるよう、総合事業に
よるサービスなどが総合的かつ効率的に提供されるよう
支援する。

事業 1
指定介護予防支援事
業費

目 10 介護予防支援費

項 1 社会福祉費

総合計画 基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

根拠条例等 介護保険法（地域支援事業）

国費

県費 148

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症対策として購入した感染防
止用品に対する県補助金の受入れに伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

30,022

R2現計
予算額

30,022

特定財源の状況

その他 ▲ 148

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症緊急
包括支援事業補助金　 148千円
雑入（地域包括支援センター
雑入）　　　　　　 ▲148千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

850

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金

補正予算

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<3-1-10-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 10 介護予防支援費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護
分）による補助金を活用し、介護従事者等に対して慰労
金の給付を行い、新型コロナウイルス感染症拡大防止に
取り組んでいる指定介護予防支援業務に従事する職員を
慰労する。

医療介護あんしんセンター

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対策
従事者慰労金　　　　 850千円

基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組んでいる
指定介護予防支援業務に従事する職員に対する慰労金給
付の補正。
　850千円（50,000円×17人)

補正前　　0千円
補正額　850千円
補正後　850千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費 850

市債

その他

一般財源

850

R2補正前
予算額
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

493

R2補正前
予算額

備　　考

事業 1
本庁児童福祉総務
費

根拠条例等 母子健康法、宇陀市子ども医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

　令和元年度の実績報告に伴う、国庫負担金の返還。

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 児童福祉総務費

款 3 民生費

項 2 児童福祉費

■未熟児養育医療費
　出生時、体重など身体の発育が未熟なまま出生し、指
定養育医療機関へ入院して治療を行う必要があると医師
が認めた乳児に対して、必要な医療の給付を行うことを
目的とする。
■福祉医療費
　重度心身障害老人等、ひとり親家庭等及び子どもを対
象に、医療費の自己負担の一部を助成し、経済的負担を
軽減、必要な医療を受けやすい環境をつくることによ
り、健康の保持及び福祉の増進を図ることを目的とす
る。

保険年金課

区分
<3-2-1-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

494

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 国庫負担金等返還金（未熟児養育医療費・福祉医療費）

補正予算

493

補正額

1

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

項 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 1 493 494

(単位:千円)

項 目
国庫負担金

確定額
R元年度
受入額

返還額

未熟児養育医療費等
国庫負担金

133,204 495,000 ▲ 361,796

福祉医療費助成事務費
補助金

953,000 1,085,000 ▲ 132,000

▲ 493,796合　計

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-1-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 遠隔研修システム整備事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　幼稚園教諭等が受講する各種研修（新人研修・中堅研
修）について、遠隔研修及び教員免許状更新講習のオン
ライン研修の環境を整備することにより、新型コロナウ
イルス感染の拡大防止を図る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 児童福祉総務費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 ▲ 854

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業費の確定に伴う減額
・回線増設委託料　（インターネット回線の配線、パソ
コンセットアップ作業）　　▲70千円
・備品購入費（パソコン、モニター、プロジェクター）
　　　　　　　　　　　 ▲784千円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 854

R2補正前
予算額

3,374

R2現計
予算額

2,520

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　▲854千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　目 補正前 補正額 補正後

回線増設委託料 708 ▲ 70 638

備品購入費 2,666 ▲ 784 1,882

合 計 3,374 ▲ 854 2,520

（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-2-4>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 第２次ひとり親世帯への特別給付金給付事業【市独自分】

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕
事を一人で担う低所得のひとり親世帯において、特に大
きな困難が心身に生じていることを踏まえ、これら世帯
の子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うた
めに、第2次特別給付金を支給する。

事業 4
ひとり親世帯臨時特
別給付金給付事業費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 1,858

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【支給対象者】
①令和3年1月分の児童扶養手当が支給される方
②公的年金給付等を受けていることにより児童扶養手当
の支給を受けていない方
※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る者に限る
③令和3年1月から令和3年3月までの間、新たに児童扶養
手当の受給資格対象者となった方
【給付額】
1世帯 5万円、第2子以降1人につき3万円
【給付時期】
令和3年2月予定　新規認定者は順次
※以降の新規認定者は、随時給付

分担金･負担金

使用料･手数料

15,117

R2補正前
予算額

1,862

R2現計
予算額

16,979

特定財源の状況

その他

一般財源 13,259

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　 1,858千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　目 補正前 補正額 補正後

 人件費（会計年度任用職員報酬） 0 155 155

 需用費（消耗品費、印刷製本費） 0 14 14

 役務費（通信運搬費、手数料） 12 48 60

 委託料（電算委託料） 0 1,500 1,500

 扶助費（特別給付金） 1,850 13,400 15,250

合 計 1,862 15,117 16,979

（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-->

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 こども園等児童福祉施設安全・安心確保事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　こども園、保育所の公共的空間での新型コロナウイル
スの感染拡大防止を図る。

事業

目

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 615

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　市立こども園・保育所への感染防止備品等の購入及び
市立保育所の感染対策に必要となる経費を補助する。

分担金･負担金

使用料･手数料

5,000

R2補正前
予算額

7,278

R2現計
予算額

12,278

特定財源の状況

その他

一般財源 4,385

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 　615千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

（単位：千円）

対象施設 補正額

こども園・保育所 4,000

私立保育所 1,000

合　計 5,000

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 2,962 1,000 3,962

備品購入費 2,838 3,000 5,838

負担金、補助及び交付金 1,478 1,000 2,478

合 計 7,278 5,000 12,278

(単位:千円)

-33-



年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-3-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 保育施設遊具リニューアル事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　コロナ禍において、子どもたちの学びを保障し健やか
な成長のため、「新しい生活様式」を踏まえた環境整備
を行うことにより、園児及び職員の感染リスクを可能な
限り低減させながら園での生活や活動を継続していくこ
とを目的とする。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 3 児童福祉施設費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 1,395

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【事業内容】
　「新しい生活様式」を踏まえた新型コロナウイルス感
染症への対策として、屋外遊具をリニューアルすること
により、外遊びの機会をつくり「密」を生まない環境づ
くりを行う。
【対象施設】
　大宇陀こども園、室生こども園

分担金･負担金

使用料･手数料

11,350

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

11,350

特定財源の状況

その他

一般財源 9,955

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   1,395千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　目 補正前 補正額 補正後

需用費（遊具リニューアル） 0 11,350 11,350

（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-1-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 高齢者インフルエンザ予防接種事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　65歳以上の高齢者及び60歳から65歳未満で心臓や腎
臓、呼吸器に重い病気のある方に対し、インフルエンザ
の罹患あるいは重症化を予防することを目的に予防接種
を実施する。

事業 1 本庁予防費

目 2 予防費

項 1 保健衛生費

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

根拠条例等 予防接種法、宇陀市インフルエンザ予防接種実施要綱

国費 418

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症の影響により接種者数が増
える見込みのため増額（接種は医療機関において各自実
施）
市外　5,750円×200人＝1,150,000円
市内　4,250円×600人＝2,550,000円
　
対象者：接種当日満65歳以上の方、60歳以上65歳未満で
心臓や腎臓、呼吸器等に重い病気のある方
接種回数：1回
自己負担金：1,500円

分担金･負担金

使用料･手数料

3,700

R2補正前
予算額

28,459

R2現計
予算額

32,159

特定財源の状況

その他 300

一般財源 2,982

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 　418千円
保健衛生費雑入　　　 300千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

H26年度 6,366
H27年度 6,263
H28年度 6,465
H29年度 6,246
H30年度 6,191
R元年度 6,489
R2年度見込み 7,120

高齢者インフルエンザ接種者数（人）

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 72 0 72
予防接種委託料 28,130 3,700 31,830
補助金 257 0 257

合　計 28,459 3,700 32,159

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種につ
いて、ワクチン供給が可能になった場合に速やかに市民
に接種を行うことができるよう、接種のために必要な体
制を事前に整備することを目的とする。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛生費

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

根拠条例等

国費 20,261

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）①予防接種台帳システム改修費  3,300千円
②備品購入費　1,615千円
③医薬材料費　1,650千円
④印刷製本費　7,007千円
⑤消耗品　　　　880千円
⑥修繕料　　　　163千円
⑦役務費　　　2,914千円
⑧人件費（会計年度職員4名×3か月）　2,732千円

計　20,261千円

分担金･負担金

使用料･手数料

20,261

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

20,261

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保事業費補助金
　　　　　　　　20,261千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　 0千円
補正額　20,261千円
補正後　20,261千円
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補正前　　　 0千円
補正額　　 243千円
補正後　　 243千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 30

県費

市債

その他

一般財源

243

R2補正前
予算額

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　　30千円

基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

　ICTを活用して健康づくりのための運動を自宅で行え
る環境整備。（ZOOMを活用した教室で100名まで参加可
能）

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 4 健康づくり費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

　健康づくりのための運動教室（有酸素、ストレッチ、
筋トレ等）を、ICTの活用により自宅で受講できる環境
整備を行い、コロナ禍であっても感染拡大状況に左右さ
れず運動を継続できる環境を整える。

健康増進課

区分
<4-1-4-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

243

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 リモート運動教室整備事業

補正予算

213

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

(単位:千円)

科 目 内容 金額

講師謝礼

(ウェルネスリモート運動教室)
20

アシスタント謝礼

(ウェルネスリモート運動教室)
4

使用料及び賃借料 システム使用料 6

備品購入費

Webカメラ、マイクスピー

カー、ヘッドセット、プロジェ

クター、LANケーブル等
213

243

報償費

合 計
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-1-4-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 リモート健康相談整備事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、対面での健
康相談が気軽に実施できない現状である。本システムの
整備により、コロナ禍であっても感染拡大状況に左右さ
れず自宅において相談できる環境をつくることを目的と
する。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 4 健康づくり費

項 1 保健衛生費

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

根拠条例等

国費 43

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　Wi-fi環境を整備し、LINEによるテレビ電話、ZOOMを
活用し、相談者は自宅において音声だけでなく動画を用
いたリアルタイムな健康相談ができる環境を整える。

分担金･負担金

使用料･手数料

348

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

348

特定財源の状況

その他

一般財源 305

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　　43千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　 0千円
補正額　　 348千円
補正後　　 348千円

(単位:千円)

科 目 内容 金額

修繕料 インターネット回線追加工事 42

通信運搬費
通話料(スマートフォン、タブ
レット等)

59

備品購入費 スマートフォン、タブレット等 247

348合 計
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-2-2-3>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 不燃焼物収集処理事業

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物
を適正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を
図る。
　不燃ごみについて、市内全域の一般家庭ごみの収集を
行う。

事業 3 本庁じん芥処理費

目 2 じん芥処理費

項 2 清掃費

総合計画 基本計画　５－２－１ ごみの適正処理の推進

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

国費 759

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　コロナ禍の影響による生活スタイルの変化により、廃
棄物（不燃焼物）排出量の増加による増額　6,173千円
　
　年間排出量推計　　（1,200,100㎏）
　－当初積算時見込量（1,109,000㎏）
　＝不足排出量　　　　 （91,100㎏）

分担金･負担金

使用料･手数料

6,173

R2補正前
予算額

71,305

R2現計
予算額

77,478

特定財源の状況

その他

一般財源 5,414

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　 759千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

不燃焼物収集処理委託料 71,305 6,173 77,478

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 8,000

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

い

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から事業を
中止したことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,000

R2補正前
予算額

8,000

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－１－３ 宇陀市産物の利用促進

根拠条例等

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市における特産品や自慢の産品を一同に集め、広
く市内外に推奨することにより、地域産業の活性化を目
指すとともに、地産地消を促進させ、生産者の生産意欲
の向上と地域産業の担い手づくりを図る。

事業 1 産業企画費

目 8 産業企画費

項 1 農業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 うだ産フェスタ事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 8,000 ▲ 8,000 0

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-84>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 室生分収造林育成事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　独立行政法人森林総合研究所　森林農地整備センター
奈良水源林整備事務所が実施する、分収造林事業を行う
団体（室生自治会）に対し、補助金を交付する。
　分収割合：森林総合研究所40％、室生自治会60％

事業 84 分収造林育成事業費

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等 宇陀市分収造林事業費補助金交付要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　分収造林事業により整備を行った山林の樹木を伐採し
たことによる収益を分収割合に応じて分配されるもの。
　・間伐面積  　6.85ha
　・分収割合：森林総合研究所 40％
　　　　　　　室生自治会　　 60％
　・収益　1,000,000円
　　　森林総合研究所 400,000円
　　　室生自治会 　　600,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

600

R2補正前
予算額

10,000

R2現計
予算額

10,600

特定財源の状況

その他 600

一般財源

補正額

雑入(分収造林育成事業補助金)
　　　　　　 　　　　600千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
室生分収造林育成事業 10,000 600 10,600

(単位:千円)
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一般財源 1,925

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　道路等公共用地での事故死による個体など、衛生的に
処分する必要があるイノシシ等について、火葬処理を行
う。
　また、平成30年に東海地方で発生した豚熱の拡大を防
ぐための国のワクチンベルト構築に協力しており、捕獲
イノシシの血液を採取している。そのイノシシが感染し
ていた場合、他のイノシシや豚への感染を防ぐため、焼
却等の適切な処分を行う。
　

分担金･負担金

使用料･手数料

1,925

R2補正前
予算額

11,405

R2現計
予算額

13,330

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　有害鳥獣による、農林産物等への被害拡大を防止す
る。

事業 101
林業振興費（有害鳥
獣対策事業）

目 2 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 有害鳥獣対策事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-101>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 有害鳥獣駆除個体処分事業 11,405 1,925 13,330

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 1,460

県費

市債

その他

一般財源

▲ 1,460

R2補正前
予算額

備　　考

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等 宇陀市新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金交付要綱

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　 　　▲1,460千円

基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

　事業費確定による減額（給付件数は181件）。

・負担金、補助及び交付金　▲1,460千円

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 商工振興費

款 6 商工費

項 1 商工費

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、市
独自の支援策として、休業や営業時間の短縮に協力した
中小企業及び個人事業主に対して協力金の給付を行う。

商工産業課

区分
<6-1-1-3>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

18,581

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金給付事業

補正予算

補正額

20,041

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 41 0 41
負担金、補助及び交付金 20,000 ▲ 1,460 18,540

合 計 20,041 ▲ 1,460 18,581

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲2,500千円
社会経済回復「奈良モデル」
応援補助金　　     2,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 2,500

県費 2,500

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県補助金の受入に伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

10,001

R2現計
予算額

10,001

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

根拠条例等 宇陀市空き店舗改修補助金交付要綱

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内の中小企業及び個人事業主が空き店舗を活用して
新たに創業を行う場合、店舗改修費の一部を補助し、新
型コロナウイルス感染症により影響を受けた地域の経済
の活性化・にぎわいの創出を図る。
　また、都市部からの中小企業及び個人事業主が行う店
舗改修については、補助率を上乗せする。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 空き店舗改修補助事業（財源更正）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 市内飲食店等感染防止対策事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症で影響を受けている店舗
（飲食店、接客業等）を対象とし、感染対策を実施する
店舗に対して感染防止宣言ステッカー、及び感染防止宣
言ステッカーと併せて感染防止に係る物品を配布するこ
とで、新しい生活様式に対応し、感染拡大防止と経済活
動の維持の両立を図る。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

根拠条例等

国費 1,537

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）■感染防止宣言ステッカー作成
需用費　200千円
■フェイスシールド
需用費　280円×10,000個＝2,800千円
■感染防止アクリル板
需用費
10,000円×300枚＝3,000千円（90㎝×60㎝）
 6,000円×200枚＝1,200千円（60㎝×60㎝）
 4,000円×200枚＝  800千円（50㎝×50㎝）
■CO²センサ
需用費　15,000円×300個＝4,500千円

　合計　12,500千円

分担金･負担金

使用料･手数料

12,500

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

12,500

特定財源の状況

その他

一般財源 10,963

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　 1,537千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　 　0千円
補正額　12,500千円
補正後　12,500千円
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 市内観光関連施設入場料等支援事業（財源更正）

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響により、落ち込んだ
観光需要を喚起するため、市内観光関連施設の入場料等
支援補助金を創設し、観光事業者の振興を図る。
　補助対象事業者は登録制とし、宇陀市が入場料やその
他利用料の補助を行うことで、事業者それぞれにインセ
ンティブを持った営業活動を行ってもらう事ができ、利
用者の増を図る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 観光費

項 1 商工費

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

根拠条例等 宇陀市観光関連施設入場料等支援事業実施要綱

国費 ▲ 3,000

県費 3,000

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県補助金の受入に伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

R2補正前
予算額

6,500

R2現計
予算額

6,500

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 ▲3,000千円
社会経済回復「奈良モデル」
応援補助金　　　　　 3,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)
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補正前　　　0千円
補正額　4,500千円
補正後　4,500千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 553

県費

市債

その他

一般財源

4,500

R2補正前
予算額

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　 553千円

基本計画　３－５－１ 観光基盤の維持・整備

令和2年度から令和4年度の3カ年を予定
　令和2年度　予定地の測量業務
　令和3年度　不動産鑑定、用地購入、実施設計業務
　令和4年度　工事

令和2年度事業費
　委託料　用地測量業務委託料　4,500千円
　

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 観光費

款 6 商工費

項 1 商工費

　菟田野地域 では「カエデの郷ひらら」を中心に「宇
太水分神社」や「芳野川沿いの水分桜」等の観光資源が
あり、観光シーズンは賑わいを見せている。
　しかし、桜の時期におけるこの周辺の路上駐車の発
生、カエデの郷ひららの大型観光バスの駐車場不足が課
題となり、駐車場スペースの確保が求められている。
　奈良県とのまちづくり基本協定に基づき、駐車場とイ
ベントスペースの機能を併せ持った整備を行い、現在の
観光駐車場を含めた周遊観光・地域の活性化の拠点とし
て、菟田野地域の賑わいの拠点とする。

観光課

区分
<6-1-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,500

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 菟田野イベント広場整備事業

補正予算

3,947

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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一般財源 21,927

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　 3,073千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 3,073

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　落ち込んだ観光業を支援するため増額する。
　助成金　25,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

25,000

R2補正前
予算額

25,000

R2現計
予算額

50,000

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

根拠条例等 宇陀市宿泊施設利用促進事業助成金交付要綱

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナ感染症の影響により、落ち込んだ観光需要
を喚起するため、市内の宿泊施設における宿泊に助成を
行い、観光需要の促進を図る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 市内宿泊施設利用補助事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
助成金 25,000 25,000 50,000

(単位:千円)
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一般財源 23,080

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   3,235千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前       0千円
補正額  26,315千円
補正後  26,315千円

国費 3,235

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　公園内遊戯施設（ローラースライダー、複合遊具）の
リニューアルを行う。

・菟田野オンジ山児童公園遊具修繕（複合遊具）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,315千円
・室生不思木の森公園遊具(ローラースライダー、
　複合遊具)　                          25,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

26,315

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

26,315

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　５－３－１ 公園・緑地の維持・管理

根拠条例等 都市公園法に基づく宇陀市公園条例

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内公園施設の適正な維持管理を行うことにより、公
園利用者が安心・快適に利用できる空間の維持に努め
る。また、新型コロナウイルス感染症対策に鑑み、子ど
もたちに市内で安心して遊べる場所の提供を行う。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 公園費

項 4 都市計画費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 公園遊具リニューアル事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <7-4-2-2>
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補正前 　0千円
補正額　49千円
補正後　49千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 6

県費

市債

その他

一般財源

49

R2補正前
予算額

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 　　6千円

基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 事務局費

款 9 教育費

項 1 教育総務費

　新型コロナウイルス感染症の影響により、小中学校の
修学旅行の行程の変更等により発生したキャンセル料等
について補助を行い、保護者の経済的な負担軽減を図
る。

教育総務課

区分
<9-1-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

49

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 小中学校修学旅行キャンセル料等補助事業

補正予算

43

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
校種 金額（円）

小学校 26,988
中学校 21,120
合 計 48,108
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-5>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 グローバル教育推進事業（英語スピーチコンテスト）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市内各学校で行われている外国語活動や英語学習
の成果を発表し交流することを通して、更に興味を持っ
て取り組もうとする国際性豊かな児童・生徒を育成する
ことを目的とする。

事業 5
教育センター事業
費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等 宇陀市教育センター事業実施要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から英語ス
ピーチコンテストが中止になったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 70

R2補正前
予算額

70

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 70

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

（単位：千円）

科　　目 補正前 補正額 補正後

報償費 54 ▲ 54 0

需用費 10 ▲ 10 0

負担金、補助及び交付金 6 ▲ 6 0

合　　　計 70 ▲ 70 0
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一般財源 ▲ 206

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からサイエ
ンスラボ・JAXA学校教育支援事業が中止になったことに
よる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 206

R2補正前
予算額

206

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等 宇陀市教育センター事業実施要項

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　幼児、児童、生徒が科学（化学）への興味関心を高
め、自然の事物・現象等についての理解を図り、科学
（化学）的な見方や考え方を養う事を通して、学力向上
に資する事を目的とする。

事業 5
教育センター事業
費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 グローバル教育推進事業（サイエンスラボ・JAXA学校教育支援）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-5>

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 20 ▲ 20 0

負担金、補助及び交付金 186 ▲ 186 0

合 計 206 ▲ 206 0

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 306

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　本年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め学校が休業措置をとり、予定していた時期に事業を実
施することが出来なくなったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 306

R2補正前
予算額

306

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等 宇陀市教育センター事業実施要項

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校にお
ける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に
役立てる。

事業 102
教育センター事業費（学
力・学習状況調査）

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 学力・学習状況調査

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-102>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 306 ▲ 306 0

(単位:千円)
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▲ 230

一般財源 ▲ 270

補正額

ふるさと応援基金繰入金
　　　　　 　▲230千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から人形劇
鑑賞やオーケストラ鑑賞の事業が中止になったことによ
る減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 500

R2補正前
予算額

550

R2現計
予算額

50

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等 宇陀市教育センター事業実施要項

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　幼児の情操教育の一環として、本物に触れ、豊かな感
性や表現力、優しさや想像力を養うために行う。また中
学3年生を対象に家族の絆、命の大切さなどについて理
解を深めることで、規範意識向上等を図る。さらに小学
6年生を対象に生のオーケストラの演奏に触れることに
より、芸術への興味・関心を高め、心豊かな子どもたち
の育成を目指す。

事業 104
教育センター事業費（子
どもたちの感性・想像力
を育成する事業）

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 子どもたちの感性・想像力を育成する事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-104>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 270 ▲ 270 0
使用料及び賃借料 230 ▲ 230 0

合 計 500 ▲ 500 0

(単位:千円)
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一般財源 2,631

補正額

学校保健特別対策事業費補助金
　　　　　　 　　　3,000千円
新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金   369千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

)補正前　 6,000千円
補正額　 6,000千円
補正後　12,000千円

国費 3,369

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　奈良県が加算地域として予算の追加配分が行われ、1
校当たりの補助上限額の変更による増額。

○新型コロナウイルス感染症対策の強化に必要な備品等
　の購入
○教室における3密対策として、空き教室等を活用して
　授業を実施する場合に必要となる備品等の購入

　　　　　　　　　　　　 【加算前】　 　【加算後】
補助金額：児童数1-300人  500千円/校 → 1,000千円/
校
(上限額)

事業費（追加分）
1,000千円×6校＝6,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

6,000

R2補正前
予算額

6,000

R2現計
予算額

12,000

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等 学校保健特別対策事業費補助金交付要綱

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　小学校の感染症対策等を徹底しながら児童の学習保障
をするための対策を校長の判断で迅速かつ柔軟に対応す
ることができるよう、学校教育活動を支援する。

事業 14
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 学校管理費

項 2 小学校費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 感染症対策・学習保障等に係る支援事業（小学校）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-2-1-14>
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一般財源 1,973

補正額

学校保健特別対策事業費補助金
　　　　　　　　　 2,250千円
新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金   277千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　 4,500千円
補正額　 4,500千円
補正後 　9,000千円

国費 2,527

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　奈良県が加算地域として予算の追加配分が行われ、1
校当たりの補助上限額の変更による増額。
○新型コロナウイルス感染症対策の強化に必要な備品等
　の購入
○教室における3密対策として、空き教室等を活用して
　授業を実施する場合に必要となる備品等の購入

　　　　　　　　　　　　　【加算前】　　【加算後】
補助金額：生徒数1-300人　 500千円/校→1,000千円/校
(上限額)　生徒数301-500人 750千円/校→1,500千円/校

事業費（追加分）
1,000千円×3校＝3,000千円
1,500千円×1校＝1,500千円

分担金･負担金

使用料･手数料

4,500

R2補正前
予算額

4,500

R2現計
予算額

9,000

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等 学校保健特別対策事業費補助金交付要綱

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　中学校の感染症対策等を徹底しながら生徒の学習保障
をするための対策を校長の判断で迅速かつ柔軟に対応す
ることができるよう、学校教育活動を支援する。

事業 12
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 学校管理費

項 3 中学校費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 感染症対策・学習保障等に係る支援事業（中学校）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-3-1-12>
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-4-1-6>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 教育支援体制整備事業（幼稚園）

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　幼稚園における感染拡大を防止する観点から感染防止
備品等の購入を行うなど感染症対策を徹底することによ
り、幼児教育施設における継続的な事業実施に向けた環
境整備を図ることを目的とする。

事業 6
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 幼稚園費

項 4 幼稚園費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 246

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症への対策として、備品等の
購入支援を行う。
【対象施設】
　榛原幼稚園、榛原東幼稚園
【事業費】
　1施設あたり　1,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

2,000

R2補正前
予算額

2,000

R2現計
予算額

4,000

特定財源の状況

その他

一般財源 1,754

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金　246千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 324 1,500 1,824

備品購入費 1,676 500 2,176

合 計 2,000 2,000 4,000

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-4-1-6>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 幼稚園遊具リニューアル事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　コロナ禍において、子どもたちの学びを保障し健やか
な成長のため、「新しい生活様式」を踏まえた環境整備
を行うことにより、園児及び職員の感染リスクを可能な
限り低減させながら園での生活や活動を継続していくこ
とを目的とする。

事業 6
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 幼稚園費

項 4 幼稚園費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費 920

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症への対策として、屋外遊具
をリニューアルすることで外遊びの機会をつくり、
「密」を生まない環境づくりを行う。
【対象施設】
　榛原幼稚園、榛原東幼稚園

分担金･負担金

使用料･手数料

7,484

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

7,484

特定財源の状況

その他

一般財源 6,564

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 　920千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　目 補正前 補正額 補正後

 需用費（遊具リニューアル） 0 7,484 7,484

（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,478

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 幼稚園リズム室空調整備事業

補正予算

補正額

3,300

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<9-4-1-6>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 幼稚園費

款 9 教育費

項 4 幼稚園費

　幼稚園のリズム室に空調機器を整備することにより、
新しい生活スタイルによる保育を実施し、新型コロナウ
イルスの感染拡大防止を図るとともに共同的学び合いを
実現する。

こども未来課

備　　考

事業 6
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金▲1,822千円

基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

　事業費の確定に伴う減額
【整備施設】
　榛原幼稚園・榛原東幼稚園リズム室

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 1,822

県費

市債

その他

一般財源

▲ 1,822

R2補正前
予算額

科　目 補正前 補正額 補正後

需用費（空調設備） 3,300 ▲ 1,822 1,478

（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会教育総務費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　市民一人ひとりが心豊かに健康で生きがいのある人生
を過ごせるように、社会教育や団体活動の支援等を通じ
生涯学習の充実を図る。

事業 1 本庁社会教育総務費

目 1 社会教育総務費

項 5 社会教育費

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、社会教
育委員研究大会及び社会教育主事講習が中止となったこ
とによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 224

R2補正前
予算額

4,189

R2現計
予算額

3,965

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 224

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 247 0 247

旅費 56 ▲56 0

需用費 261 0 261

役務費 243 0 243

委託料 1,872 ▲23 1,849

負担金、補助
及び交付金

1,510 ▲145 1,365

合 計 4,189 ▲224 3,965

(単位:千円)
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▲ 1,170

一般財源 ▲ 173

補正額

社会教育費雑入　　▲1,170千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から自主事業
（映画会）や宝くじ文化講演会（オーケストラ演奏会）
が中止となったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,343

R2補正前
予算額

1,343

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－４－２ 芸術・文化環境の充実

根拠条例等 宇陀市文化会館条例

目 1 社会教育総務費

項 5 社会教育費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　個性的で魅力ある自主事業（映画会）や、宝くじ文化
公演事業を活用したオーケストラ演奏会を実施すること
で、市民の文化・芸術の向上に寄与する。

事業 21 文化会館費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 文化会館自主事業、宝くじ文化公演開催経費

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-1-21>

内容 科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 122 ▲ 122 0
役務費 101 ▲ 101 0
委託料 106 ▲ 106 0
著作権料 33 ▲ 33 0
負担金 365 ▲ 365 0
需用費 121 ▲ 121 0
委託料 495 ▲ 495 0

1,343 ▲ 1,343 0

(単位:千円)

文化会館
自主事業

宝くじ
文化公演

合 計
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一般財源 8,408

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　 　　　1,179千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　9,587千円
補正後　9,587千円

国費 1,179

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　電子図書の導入により、電子図書館による貸出・予約
できる環境の構築を図る。

分担金･負担金

使用料･手数料

9,587

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

9,587

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

根拠条例等 宇陀市教育大綱　基本方針　地域全体で子育てを・確かな学力、規範意識、体力の向上

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染防止対策として、市の図書館
に電子図書を導入することにより、図書館に来館しなく
てもパソコンやスマートフォンなどを使って本を読むこ
とができる環境を整備し、新しい生活様式への対応を図
る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 5 図書館費

項 5 社会教育費

所管課 図書館 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 図書館電子図書導入事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-5-2>

(単位:千円)
科 目 金額

システム導入業務委託料 5,082
データベース使用料 105
電子図書購入費 4,400

合 計 9,587
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-6-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 保健体育総務費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　自らの体力向上への意欲を高めるための様々なスポー
ツ・レクリエーション活動を支援し、その活動への関心
を高めるとともに健康増進に努める。

事業 1 本庁保健体育総務費

目 1 保健体育総務費

項 6 保健体育費

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、スポー
ツ推進委員研究協議会の中止及び市民スポーツ大会が中
止となったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 936

R2補正前
予算額

6,208

R2現計
予算額

5,272

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 936

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 617 ▲ 274 343
旅費 120 ▲ 99 21
需用費 103 0 103
役務費 39 0 39
備品購入費 280 0 280

負担金、補助及び交付金
（マラソン・聖火リレー
除く）

5,049 ▲ 563 4,486

合 計 6,208 ▲ 936 5,272

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-6-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 宇陀シティマラソン実行委員会補助金事業

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

■マラソン大会
　宇陀の豊かな自然の中で、参加者の健康維持・増進を
目指し、参加者相互の親睦と交流を深めると共に、市の
活性化と青少年の健全な育成を目指す。
■プレイベント
　スポーツ指導専門家による指導や実技を通して、地域
の方々（子ども達）にスポーツの楽しさを知ってもらい
健康増進と運動意欲を高めること、イベントを通じて地
域住民同士の交流を図る。

事業 1 本庁保健体育総務費

目 1 保健体育総務費

項 6 保健体育費

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等 宇陀市社会体育振興事業補助金交付要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止と
なった宇陀シティマラソン大会・プレイベントに対する
補助金の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,900

R2補正前
予算額

1,900

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他 ▲ 300

一般財源 ▲ 1,600

補正額

ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　　　　　▲300千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金

（マラソン大会補助金）
1,900 ▲ 1,900 0

合 計 1,900 ▲ 1,900 0

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-6-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 東京オリンピック聖火リレー運営事業

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和2年7月開催の東京2020オリンピックの延期に伴
い、聖火リレーも延期となった。令和3年の東京2020オ
リンピック開催に向けて、東京2020組織委員会主催によ
り全国各地で聖火リレーが開催される。奈良県内では令
和3年4月11日(日)・12日(月)に行われ、宇陀エリア（曽
爾村・御杖村・宇陀市）で1ルートの選定となり、本市
では4月12日(月)に実施することが決定した。聖火リ
レーにより東京2020オリンピックの機運を高めることを
目的とする。

事業 1 本庁保健体育総務費

目 1 保健体育総務費

項 6 保健体育費

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　聖火リレーの延期により令和2年度の聖火リレー負担
金（運営経費）は準備経費負担金となったため、不用額
の減額を行う。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 993

R2補正前
予算額

2,196

R2現計
予算額

1,203

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 993

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金
（オリンピック聖火リレー
運営費負担金）

2,196 ▲ 993 1,203

合 計 2,196 ▲ 993 1,203

(単位:千円)
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補正前　　　 0千円
補正額　42,358千円
補正後　42,358千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 5,208

県費

市債

その他

一般財源

42,358

R2補正前
予算額

備　　考

事業 5
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等 宇陀市体育施設条例

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金  5,208千円

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

　総合運動場の屋外便所はグラウンドの東奥側にあり、
多くの利用者は総合体育館や室内温水プール内の便所を
利用している。そのため、屋内利用者と屋外利用者の接
触を防ぎ、新型コロナウイルス感染症のリスクを抑える
ため、利便性の良い場所での整備を行う。

※利用人数（令和元年度）
　総合運動場　　8,668人
　テニスコート　4,251人

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 体育施設費

款 9 教育費

項 6 保健体育費

　新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、多数が
利用する総合運動場に屋外トイレを整備する。

生涯学習課

区分
<9-6-2-5>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

42,358

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 総合運動場屋外便所整備事業

補正予算

37,150

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

(単位:千円)
科 目 金額

建築確認申請、検査費 32
地質調査業務委託料 500
建築実施設計業務委託料 3,790
工事管理業務委託料 3,036
屋外便所新築工事費 35,000

合 計 42,358
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一般財源 ▲ 519

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から奈良県市
町村対抗駅伝が中止となり、宇陀市駅伝チャレンジ大会
も中止となったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 519

R2補正前
予算額

519

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等 宇陀市体育施設条例

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　駅伝大会を通じ、子どもたちの基礎体力の向上と連帯
感を醸成する。大会は宇陀市内対抗で実施することによ
り、市民のスポーツへの健全育成を図る。

事業 62 総合体育館費

目 2 体育施設費

項 6 保健体育費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 宇陀市駅伝チャレンジ大会事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-6-2-62>

科 目 補正前 補正額 補正後

報償費 93 ▲ 93 0

需用費 215 ▲ 215 0

役務費 68 ▲ 68 0

委託料 93 ▲ 93 0

負担金 50 ▲ 50 0

合 計 519 ▲ 519 0

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 7,200

県費 4,800

市債

その他

一般財源

R2補正前
予算額

備　　考

事業

根拠条例等 国民健康保険法・宇陀市国民健康保険税条例

総合計画

災害等臨時特例補助金(新型コロ
ナウイルス感染症対応分)
                     7,200千円
保険給付費等交付金(特別交付金)
                     4,800千円

基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

　新型コロナウイルス感染症の影響により世帯の主たる
生計維持者が死亡、重篤な傷病又は事業収入等が減少し
た被保険者に対し、急激な生活の変化に対応できるよ
う、国が緊急的・特例的な措置として保険税の減免に要
する費用に対する財政支援を行うことから、国民健康保
険税減免額に相当する国民健康保険税一般財源の歳入を
国費・県費へ振り替える。
（財政支援）
　令和2年度の保険税において、令和2年4月1日から令和
3年3月31日までの間に納期限があるものは、その減免額
の10分の6に相当する額が災害等臨時特例補助金（国
費）の交付対象となり、10分の4に相当する額が特別調
整交付金（県費）の交付対象となる。

宇陀市国民健康保険事業特別会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目

款 3
国民健康保険事業
費納付金

項

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し
た被保険者のうち、一定の要件を満たす者については国
民健康保険税減免の対象となる。減免額は国及び県から
の補助金（交付金）によって財政支援されることから財
源更正を行う。

保険年金課

区分
<3--->

会計
<7>

年度
<2020>

[第 3 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

979,940

令和 2 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 国民健康保険事業費納付金（財源更正）

補正予算

▲ 12,000

補正額

979,940

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

【歳入】

科 目 補正前 補正額 補正後

医療給付費分現年課税分 522,289 △ 7,829 514,460

後期高齢者支援金等分現年課税分 159,966 △ 2,358 157,608

介護納付金分現年課税分 51,414 △ 1,813 49,601

災害等臨時特例補助金 0 7,200 7,200

保険給付費等交付金（特別交付金） 50,709 4,800 55,509

合 計 784,378 0 784,378

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <7> <5-1-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国民健康保険財政調整基金積立金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 5 基金積立金

区分 № 区分名

事業の目的

　経済情勢の著しい変動等による財源不足や必要やむを
得ない理由による経費の財源を確保し、国民健康保険財
政基盤の安定・強化を図る。

事業 1
国民健康保険財政調
整基金積立金

目 1
国民健康保険財政調
整基金積立金

項 1 基金積立金

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

根拠条例等 国民健康保険法

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和元年度繰越金を国民健康保険財政調整基金へ積立
を行う。

　国民健康保険財政調整基金積立金　88,905千円 分担金･負担金

使用料･手数料

88,905

R2補正前
予算額

100

R2現計
予算額

89,005

特定財源の状況

その他

一般財源 88,905

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　100千円（利子積立分）
補正額　 88,905千円
補正後　 89,005千円

(単位:千円)
令和元年度末基金残高 459,698
令和２年度末基金残高（見込） 548,703
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年度 会計 区分
<2020> <13> <1-1-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計（直診） 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金を活用
し、国民健康保険直営診療所の従事職員に対して慰労金
の給付を行うことで、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に取り組む対象職員を慰労する。

事業 1 一般管理費

目 1 一般管理費

項 1 施設管理費

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

根拠条例等

国費

県費 400

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）■従事者慰労金
　50,000円×8名＝400,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

400

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

400

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対策
従事者慰労金　　　　 400千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　　400千円
補正後　　400千円
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年度 会計 区分
<2020> <13> <2-1-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計（直診） 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染症対策事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算

款 2 医療費

区分 № 区分名

事業の目的

　国民健康保険直営診療所において、冬季の患者受け入
れの増加に伴い、新型コロナウイルス感染症対策として
様々な感染対策を講じ、患者のウイルス等による感染予
防に努める。

事業 1 医療用機械器具費

目 1 医療用機械器具費

項 1 医療費

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

根拠条例等

国費

県費 2,000

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　待合所や診察室の除菌化を進め、感染リスクの軽減の
ため感染防止備品を購入する。
■補正内容
　①空気清浄器（ウイルス除去）
　　660,000円✕2か所=1,320,000円
　②来院スリッパ除菌棚
　　165,000円✕2か所=330,000円
　③アルコールディスペンサー
　　22,000円×4か所=88,000円
　④空気サーキュレーター（加湿付き）
　　45,000円×4か所=180,000円
　⑤パーテーション
　　10,250円×4壁×2か所=82,000円
　合計　2,000,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

2,000

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

2,000

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症緊急
包括支援事業補助金　2,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　2,000千円
補正後　2,000千円
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一般財源 77,994

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和元年度繰越金を介護給付費準備基金への積立を行
う。

分担金･負担金

使用料･手数料

77,994

R2補正前
予算額

16,057

R2現計
予算額

94,051

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

根拠条例等 宇陀市介護給付費準備基金条例

款 5 基金積立金

区分 № 区分名

事業の目的

　介護保険事業の健全な財政運営に資するため、介護給
付費準備基金への積立を行う。

事業 1
介護給付費準備基
金積立金

目 1
介護給付費準備基
金積立金

項 1 基金積立金

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市介護保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 介護給付費準備基金積立金

令和 2 年度 宇陀市 介護保険事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <9> <5-1-1-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
基金積立金 16,057 77,994 94,051

(単位:千円)

(単位:千円)
令和元年度末基金残高 449,840
令和２年度末基金残高（見込） 543,891
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一般財源 32,547

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和元年度分の国庫負担金・県負担金及び支払基金交
付金の精算に伴う返還金。

分担金･負担金

使用料･手数料

32,547

R2補正前
予算額

1

R2現計
予算額

32,548

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

根拠条例等 介護保険法

款 7 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　介護保険給付費及び地域支援事業費等の精算に伴い、
国・県・支払基金への負担金の返還を行う。

事業 1 償還金

目 2 償還金

項 1
償還金及び還付加
算金

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市介護保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 負担金等償還金

令和 2 年度 宇陀市 介護保険事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <9> <7-1-2-1>

(単位:円)

介護給付費負担金、事務費、
地域支援事業交付金の精算額

30,465,474

支払基金交付金の精算額 2,081,982

合　　計 32,547,456

科 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 1 32,547 32,548

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,299

令和 2 年度 宇陀市 後期高齢者医療事業特別会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 後期高齢者医療システム改修事業

補正予算

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<1-1-1-1>

会計
<15>

年度
<2020>

[第 1 号] 事業別シート

宇陀市後期高齢者医療事業特別会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 一般管理費

款 1 総務費

項 1 総務管理費

　平成30年度税制改正に伴い、後期高齢者医療事務支援
システムにおいて税制改正に対応するようシステム改修
を行い、保険料賦課業務の円滑化を図る。

保険年金課

備　　考

事業 1 一般管理費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画

後期高齢者医療制度円滑運営事業
費補助金　　　　　　　 514千円
一般会計繰入金　　 　1,785千円

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

　後期高齢者医療事務支援システム改修委託料
　　　　　　　　　　　　　　 　　2,299千円

補正前　　　0千円
補正額　2,299千円
補正後　2,299千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 514

県費

市債

その他 1,785

一般財源

2,299

R2補正前
予算額
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2,195

一般財源

補正額

一般会計繰入金       2,195千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　高齢者の医療の確保に関する法律第105条により徴収
した保険料・延滞金及び低所得者に対する保険料軽減分
を奈良県後期高齢者医療連合に納付しており、今回保険
基盤安定負担金（低所得者に対する保険料軽減分）の確
定に伴う増額。

分担金･負担金

使用料･手数料

2,195

R2補正前
予算額

528,595

R2現計
予算額

530,790

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

款 2
後期高齢者医療広域
連合納付金

区分 № 区分名

事業の目的

　75歳以上（一定以上の障害のある場合は65歳以上）の
後期高齢者の適切な医療の確保を図る。

事業 1
後期高齢者医療広域
連合納付金

目 1
後期高齢者医療広域
連合納付金

項 1
後期高齢者医療広域
連合納付金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市後期高齢者医療事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 後期高齢者医療広域連合納付金

令和 2 年度 宇陀市 後期高齢者医療事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <15> <2-1-1-1>

科 目 補正前 補正額 補正後

後期高齢者医療

広域連合納付金
528,595 2,195 530,790

合 計 528,595 2,195 530,790

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,984,928

令和 2 年度 宇陀市 立病院事業会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）

補正予算

▲ 179,600

補正額

3,982,888

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<--->

会計
#N/A

年度
<2020>

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市立病院事業会計予算(宇陀市立病院)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

　マイナンバーカードを活用した健康保険証のオンライン資
格確認の導入に向けて、必要な設備の改修等を実施する。

経営企画課

備　　考

事業

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症緊急
包括支援事業補助金
　　　　　　　 　233,400千円
医療提供体制設備整備補助金
　　　　　　　　　　 920千円

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

■マイナンバーカードを活用したオンライン資格確認に係る
設備等について予算計上を行う。
　顔認証付ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ　3台（無償）
　情報ｼｽﾃﾑ等ｵﾝﾗｲﾝ化対応費用　　1,840千円（県費1/2）

■臨床研修費負担金　200千円

・収益的収入　　　3,948,675千円（＋54,720千円）
　（補正前予算額　3,893,955千円）
・収益的支出　　　3,984,928千円（＋ 2,040千円）
　（補正前予算額　3,982,888千円）

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費 233,400

市債

その他 920

一般財源

2,040

R2補正前
予算額
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